
議案
颯
爽

自
民

さ
が
み

み
ら
い

公
明

立
民

維
新

共
産

小
林

人権尊重の 
まちづくり条例

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○

重度障害者等 
福祉手当の廃止

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○

重度障害者 
医療費助成の改正 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

採決が分かれた主な議案

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

の
も
と
よ
し
み
通
信

市
議
会
は
市
の
追
認
機
関 

?!　
問
わ
れ
る
議
会
の
チ
ェッ
ク
機
能

3
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
と
重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当

の
廃
止
は
、
当
事
者
の
暮
ら
し
に
大
き
く
影

響
す
る
た
め
、
当
事
者
団
体
等
か
ら
、
市
や

市
議
会
に
反
対
や
撤
回
を
求
め
る
署
名
や
度

重
な
る
要
請
活
動
が
あ
り
、
本
会
議
や
委
員

会
に
も
多
く
の
傍
聴
者
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

颯
爽
の
会
は
、
人
権
条
例
の
問
題
点
や
課

題
を
指
摘
し
、
継
続
審
議
を
主
張
し
ま
し
た

が
、
賛
成
は
2
会
派
の
み
。
原
案
の
ま
ま
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
議
場
に
怒
号
が
飛
び

交
い
ま
し
た
（
3
ペ
ー
ジ
参
照
）。
福
祉
手
当

の
廃
止
も
、
障
害
者
の
生
活
実
態
を
把
握
し
、

こ
れ
か
ら
行
う
福
祉
基
盤
整
備
（
相
談
支
援

の
充
実
等
）
の
効
果
を
見
極
め
て
か
ら
判
断

す
べ
き
と
訴
え
ま
し
た
が
、
45
名
中
40
名
の

議
員
が
廃
止
に
賛
成
し
ま
し
た
。

市
の
強
引
な
進
め
方
は
、「
72
万
市
民
、
誰

ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
本
村
市
長

の
言
葉
に
反
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
姿
勢
を

質
す
べ
き
市
議
会
が
、
単
な
る
追
認
機
関
に

な
り
、
合
意
形
成
を
図
る
機
会
す
ら
保
障
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
保

障
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、
多
様
性

に
富
む
魅
力
あ
る
ま
ち
の
絶
対
条
件
で
す
。

弱
者
を
置
き
去
り
に
す
る
市
と
市
議
会
の
姿

勢
に
強
い
懸
念
を
抱
き
ま
す
。

6月議会の日程

5月28日（火） 本会議（提案説明）

6月 5日（水）、6日（木） 代表質問

 10日（月）～14日（金） 各常任委員会

 25日（火）～27日（木） 一般質問

 28日（金） 本会議（採決）

※のもとは、代表質問を行います。

津久井消防署新庁舎完成 
（2月5日から共用開始）

第50回　のもとよしみの議会報告会

相模湖公民館
10時～12時
　城山公民館
14時～16時　

 日にち  
5月11日（土）

参加費無料

通信でお伝えできなかった出来事や予算
の中身をご報告します。みなさんが気に
なっていること、市への要望等をお聞か
せください。のもとが出
向く「出張茶話会」も実
施中。お気軽にご連絡
ください。

予算の中身と私たちの暮らし
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その他597（－25） 予備費2（－2）

維持補修費47（＋3）

2024年度当初予算の状況
一般会計　  総額3415億円（前年度比　+129億円）
歳入

歳出

単位　億円、（）は前年度比

市税 1342（－1） 国・県からの補助金等
919（＋40）

その他631（＋36）市債209（＋13）

譲与税・交付金 314（＋41）

人件費
804（＋51） 扶助費1071（＋52）

公債費257（－6）

投資的経費252（＋68）

物件費
495（+20）

補助費等147（－39）

今
年
度
予
算　

子
育
て
支
援
充
実
へ

今
年
度
は
市
政
施
行
70
周
年
で
す
。
予
算

規
模
は
過
去
最
大
の
3
4
1
5
億
円
。
歳
入

の
約
4
割
を
占
め
る
市
税
収
入
は
堅
調
で
、

道
路
や
公
共
施
設
等
の
長
寿
命
化
な
ど
投
資

的
経
費
は
、
昨
年
度
比
38
％
増
の
2
5
2
億

円
を
確
保
し
ま
し
た
。

小
児
医
療
費
助
成
は
、
8
月
か
ら
対
象
を

中
学
生
ま
で
か
ら
高
校
生
世
代
ま
で
に
拡
大

し
、
中
学
生
の
所
得
制
限
を
廃
止
。
国
が
進

め
る
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
を
22
園

で
試
行
し
、
橋
本
駅

周
辺
で
休
日
一
時

保
育
事
業
も
始
め
ま
す

（
4
／
7
か
ら
）。
子
育
て
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を

増
や
す
一
方
で
、
保
育
士
不
足
や
待
機
児
等

の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
安
全
と
育

つ
環
境
、
保
育
士
等
の
労
働
環
境
の
保
障
も

重
要
で
す
。
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
の
体
育
館　

空
調
設
備
設
置
へ

避
難
所
と
し
て
も
使
わ
れ
る
体
育
館
。
夏

季
の
熱
中
症
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
お
り
、
ま

ず
は
22
地
区
に
1
カ
所
ず
つ
、
空
調
設
備
を

整
備
す
る
方
針
で
す
。
す
で
に
6
校
（
緑
区

は
旭
小
と
中
野
中
）
は
設
置
済
み
。
今
年
度

は
6
校
の
設
置
と
10
校
の
設
計
を
実
施
。
予

算
は
3
億
6
5
0
0
万
円
で
す
。

地
域
活
性
化
事
業
交
付
金　

大
幅
減

１
地
区
3
0
0
万
円
で
始
ま
っ
た
交
付
金

は
、
利
用
率
が
下
が
る
に
つ
れ
額
も
減
り
、

昨
年
度
は
緑
区
1
3
0
万
円
、
中
央
区

2
0
0
万
円
、
南
区
1
6
0
万
円
。
今
年
度

は
、
緑
区
は
昨
年
度
と
同
じ
で
す
が
、
中
央

区
は
1
0
0
万
円
、
南
区
は
85
万
円
に
。
制

度
の
あ
り
方
を
検
討
中
で
す
。

森
林
環
境
税
が
始
ま
り
ま
す

今
年
度
か
ら

個
人
市
民
税
と

合
わ
せ
て
、
1
人

1
0
0
0
円
の

森
林
環
境
税
が

徴
収
さ
れ
ま
す
。
こ
の
税
は
、
国
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
の
達
成
や
災
害
防
止

を
図
る
た
め
の
地
方
財
源
を
安
定
的
に
確
保

す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
国
税
で
す
。
本
市

へ
配
分
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
は

1
億
1
4
0
0
万
円
。
森
林
整
備
や
林
業

従
事
者
の
人
材
育
成
、
津
久
井
産
材
の
利
用

促
進
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。 

森
林
政
策
は
経
営
の
視
点
を
も
っ
て

持
続
可
能
な
林
業
に
す
る
に
は
、
補
助
金

だ
け
に
頼
ら
な
い
、
森
林
経
営
の
視
点
が
必

要
で
す
。
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
に
合

わ
せ
、
使
用
す
る
津
久
井
産
材
を
計
画
的
に

ス
ト
ッ
ク
し
、
安
定
的
な
供
給
量
の
確
保
と

林
業
経
営
が
担
保
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を

求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
所
有
者
不
明
森
林
の

問
題
や
水
源
協
定
林
の
生
産
林
へ
の
移
行
、

デ
ー
タ
や
最
新
技
術
を
活
用
す
る
林
業
の

D
X
化
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
よ

う
要
請
し
ま
し
た
。
以
前
要
望
し
た
森
林
土

木
職
も
2
年
前
に
配
置
さ
れ
、
入
札
不
調
で

遅
れ
て
い
ま
す
が
、
い
や
し
の
湯
へ
の
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
導
入
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
林
業
振
興
に
努
め
ま
す
。

盛
土
へ
の
対
応　
安
全
を
守
る
も
の
に

昨
年
5
月
に
盛
土
規
制
法
が

施
行
さ
れ
、
市
は
ス
キ
マ
の

な
い
規
制
に
向
け
、
条
例
改

正
等
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
進
捗
状
況
と
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
確
認
し
、
監
視
体
制
の

強
化
な
ど
課
題
へ
の
対
応
を
促
し
ま
し
た
。

緑
区
牧
野
で
は
、
昨
年
、
事
業
者
が
県
の

防
災
措
置
命
令
に
従
わ
ず
、
大
量
の
土
砂
を

埋
め
立
て
ま
し
た
。
搬
入
さ
れ
た
土
砂
や
新

た
な
土
砂
の
搬
入
防
止
に
ど
う
対
応
す
る
の

か
質
し
ま
し
た
。
市
は
、
現
地
の
安
全
確
保

が
第
一
優
先
と
考
え
て
お
り
、
防
災
措
置
命

令
の
履
行
を
確
実
に
行
い
、
命
令
が
解
除
さ

れ
る
ま
で
県
の
責
任
と
権
限
で
対
応
す
る
よ

う
強
く
要
請
す
る
と
の
こ
と
。
地
域
住
民
の

生
活
と
環
境
を
守
る
た
め
、
県
と
市
で
責
任

を
も
っ
て
対
応
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
し
た
。

未
成
熟
な
人
権
条
例
に
反
対

市
長
か
ら
「
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た

め
、
実
効
性
の
あ
る
条
例
を
」
と
の
諮
問
を

受
け
、
審
議
会
は
3
年
以
上
に
わ
た
り
、
専

門
的
な
視
点
や
多
様
な
立
場
か
ら
公
の
場
で

議
論
。
ま
と
め
ら
れ
た
答
申
は
、
市
内
外
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
の

条
例
案
は
、
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の
位
置
づ

け
や
、
禁
止
さ
れ
る
差
別
的
言
動
の
範
囲
と

人
権
委
員
会
の
権
能
を
狭
め
る
な
ど
、
答
申

の
根
幹
部
分
を
変
更
。
7
名
の
審
議
会
委
員

か
ら
公
開
質
問
状
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
市

か
ら
誠
実
な
回
答
が
な
く
、
会
長
ら
2
名
が

辞
任
す
る
異
例
の

事
態
に
。

颯
爽
の
会
は
、

答
申
を
変
更
し
た

経
緯
や
理
由
、
根

拠
を
質
し
ま
し
た

が
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
答

弁
が
繰
り
返
さ
れ
、
何
を
ど
う
判
断
し
た
の

か
不
透
明
な
ま
ま
。
条
例
の
根
拠
と
な
る
調

査
も
設
問
が
不
適
切
で
、
実
態
の
把
握
が
不

十
分
で
す
。
何
よ
り
こ
の
条
例
で
守
ら
れ
る

べ
き
当
事
者
の
方
々
が
反
対
し
て
い
ま
す
。

誰
の
た
め
の
何
の
た
め
の
条
例
か
を
見
失

い
、
条
例
の
制
定
だ
け
が
目
的
化
し
て
い
ま

す
。
丁
寧
な
説
明
や
対
話
も
行
わ
な
い
ま
ま
、

審
議
会
の
答
申
を
一
方
的
に
反
故
に
し
た
市

の
姿
勢
は
厳
し
く
問
わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
権
利
条
例　

目
的
に
か
な
う
実
効
性
あ
る
取
組
を

大
切
な
子
ど
も

の
権
利
で
あ
る
「
安

心
・
自
信
・
自
由
」。

い
じ
め
、
虐
待
、
体

罰
、
性
暴
力
等
に
よ

り
、
そ
れ
が
奪
わ
れ

そ
う
に
な
っ
た
時
、
自
分
を
守
る
方
法
を
発

達
段
階
に
応
じ
て
学
ぶ
予
防
教
育
の
必
要
性

を
訴
え
、
取
組
を
進
め
た
い
と
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

相
模
原
市
子
ど
も
の
権
利
条
例
は
9
年
前

に
施
行
さ
れ
、
教
育
委
員
会
や
行
政
か
ら
独

立
し
た
救
済
機
関
と
し
て
子
ど
も
の
権
利
相

談
室
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
も
不
登

校
の
児
童
生
徒
数
や
児
童
虐
待
件
数
は
増
え

続
け
、
い
じ
め
に
よ
る
重
大
事
態
も
起
き
て

い
ま
す
が
、
救
済
委
員
に
よ
る
調
査
や
調
整

等
の
実
績
は
1
件
も
な
い
こ
と
が
質
疑
で
明

ら
か
に
。
秘
密
を
守
り
、
子
ど
も
の
最
善
の

利
益
の
確
保
を
目
的
に
解
決
に
向
け
て
動
く

相
談
室
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
目

的
や
仕
組
み
が
子
ど
も
や
保
護
者
、
教
員
等

に
伝
わ
る
よ
う
、
工
夫
を
求
め
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
条
例
制
定
10
周
年
で
す
。
条
例

の
目
的
を
反
映
さ
せ
た
記
念
事
業
の
実
施
を

提
案
し
、
検
討
す
る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

就
学
相
談　
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
と

本
人
・
保
護
者
の
希
望
の
尊
重
を

障
害
や
発
達
が
気
に
な
る
子
ど
も
の
就
学

先
（
支
援
学
級
、
通
級
、
支
援
学
校
等
）
を

決
め
る
た
め
の
就
学
相
談
。
保
護
者
か
ら
は
、

正
し
い
情
報
が
得
ら
れ
な
い
、
見
通
し
が
持

て
な
い
、
希
望
に
関
係
な
く
、
就
学
先
を
決

め
ら
れ
て
し
ま
う
等
の
声
が
届
き
ま
す
。
そ

こ
で
、
保
護
者
目
線
で
情
報
提
供
の
あ
り
方

や
相
談
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
直
す
こ
と
、
学
び

の
場
の
押
し
付
け
に
な
ら
な
い
よ
う
、
合
意

形
成
の
過
程
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
子
ど
も

に
と
っ
て
何
が
最
善
か
を
考
え
な
が
ら
、
条

件
や
環
境
な
ど
を
整
え
つ
つ
、
本
人
と
保
護

者
が
納
得
し
て
就
学
先
を
決
め
て
い
け
る
就

学
相
談
に
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
前
向
き
な
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
に
期

待
し
ま
す
。

子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業

必
要
な
子
ど
も
に
必
要
な
支
援
を

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
に

介
護
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
す
る
こ
の
事
業

は
、
1
世
帯
年
間
48

回
ま
で
の
上
限
が
あ

り
、
生
活
保
護
世
帯
を

除
き
有
料
で
す
。
昨
年

度
予
算
は
1
3
8
8
万
円
で
し
た
が
、
補
正

で
1
1
6
1
万
円
も
減
額
に
。
派
遣
実
績
は

4
世
帯
の
み
で
し
た
。　
　

先
進
的
に
取
り
組
む
高
崎
市
で
は
、
週
2

日
ま
で
年
間
を
通
し
て
派
遣
可
能
で
、
費
用

は
無
料
。
人
口
は
本
市
の
半
分
で
す
が
、
子

ど
も
36
人
に
派
遣
実
績
が
あ
り
、
相
談
件
数

は
1
2
0
件
と
の
こ
と（
2
月
末
現
在
）。
そ

の
背
景
に
は
、
充
実
し
た
職
員
体
制
、
積
極

的
な
情
報
収
集
や
粘
り
強
い
働
き
か
け
、
き

め
細
や
か
な
配
慮
と
継
続
し
た
支
援
等
が
あ

る
こ
と
も
わ
か
り
、
本
市
も
必
要
な
子
ど
も

に
必
要
な
支
援
が
届
く
よ
う
、
上
限
回
数
等

の
柔
軟
な
運
用
と
積
極
的
な
取
り
組
み
を
求

め
、
市
か
ら
制
度
上
の
課
題
解
決
と
活
用
に

取
り
組
む
と
答
弁
が
。
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

3
月
議
会　

一
般
質
問

市
民
環
境
経
済
委
員
会

※
1  

親
が
働
い
て
い
な
く
て
も
保
育
園
を
利
用
で
き
る
制

度
。
対
象
は
6
か
月
か
ら
3
歳
未
満
の
子
。

※
2  

休
日
に
理
由
を
問
わ
ず
未
就
学
児
を
預
か
る
制
度
。

相
模
大
野
駅
周
辺
は
来
年
4
月
か
ら
実
施
予
定
。

※
4 

お
手
伝
い
の
範
囲
を
超
え
て
、
家
事
や
家
族
の
世
話
を

日
常
的
に
担
う
18
歳
以
下
の
子
ど
も

※
3 

子
ど
も
の
権
利
相
談
員
と
子
ど
も
の
権
利
救
済
委
員（
弁

護
士
等
）
が
相
談
、助
言
お
よ
び
支
援
を
行
う
。
救
済

委
員
は
、調
査
や
調
整
、是
正
措
置
も
行
う
権
限
を
持
つ
。

相
談 

子
ど
も
専
用  

0
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2
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利
用
し
や
す
い
移
動
手
段
に

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と

す
る
福
祉
有
償
運
送
。
津
久
井
3
地

区
の
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
に
車
両

購
入
費
等
を
助
成
、
こ
の
地
域
に
新
た

に
参
入
す
る
場
合
に
は
、
上
限

4
0
0
万
円
を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、

タ
ク
シ
ー
営
業
所
が
な
く
な
っ
た
相
模

湖
地
区
で
は
、
内
郷
地
区
乗
合
タ
ク
シ

ー
で
「
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
輸
送
」（
自

宅
近
く
ま
で
送
迎
。
追
加
料
金
は
1

回
1
0
0
円
）
の
実
証
運
行
、
若
葉
台

地
区
で
は
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
車
両
を
変
え
て
通
年
の
実
証
運

行
を
実
施
。

そ
れ
ぞ
れ
に
制
約
や
課
題
が
あ
り
ま

す
。
地
域
住
民
が
利
用
し
や
す
い
も
の

に
な
る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。

安
心
で
き
る
医
療
体
制
を

市
は
、
2
月
に

「
中
山
間
地
域
の

持
続
可
能
な
医
療

の
在
り
方
に
係
る

基
本
方
針
」
を
策
定
。
診
療
所
を
医
師

2
人
体
制
と
す
る
た
め
、
6
つ
の
診
療

所
を
３
つ
に
再
編
し
（
青
根
診
療
所
は

当
面
維
持
、
相
模
湖
地
区
は
令
和
8
年

度
を
め
ど
に
、
藤
野
地
区
は
令
和
9
年

度
を
め
ど
に
統
合
）、
外
来
診
療
と
在

宅
診
療
を
効
率
的
に
行
う
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。
今
年
度
は
検
討
会

を
設
置
し
、
意
見
交
換
を
行
い
な
が

ら
、
車
両
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

の
実
証
事
業
を
実
施
。
課
題
の
把
握

や
地
域
に
合
っ
た
実
施
方
法
の
検
討
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

学
校
サ
ポ
ー
タ
ー　

有
償
に

支
援
が
必
要
な
通
常
学
級
の
児
童
を
特

性
に
応
じ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
発
達

サ
ポ
ー
ト
講
座
の
修
了
者
を
有
償
の
学
校

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
配
置
す
る
制
度
の
創

設
を
昨
年
6
月
議
会
で
要
請
。
今
年
度
、

15
校
に
30
名
を
配
置
へ
。
さ
ら
な
る
人
材

育
成
と
制
度
の
拡
充
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

私
有
林
の
危
険
木
伐
採
に
補
助

2
0
2
2
年
6
月
議
会
で
、
家
屋
や
道

路
へ
の
倒
木
や
枯
れ
枝
の
落
木
を
防
ぐ
た

め
、
私
有
林
内
の
危
険
木
の
伐
採
に
補
助

す
る
仕
組
み
を
求
め
、
昨
年
度
か
ら
補
助

事
業
に
。
昨
年
度
の
予
算

は
2
0
0
万
円
で
し
た
が
、

年
度
途
中
で
予
算
上
限
に

達
し
、
受
付
が
終
了
し
た

た
め
、
今
年
度
は
3
0
0
万

円
に
増
額
。
補
助
額
は
対

象
経
費
の
2
分
の
１
以
内
、

補
助
限
度
額
は
30
万
円
で

す
。申
請
は
お
早
め
に
。

学
童
通
学
安
全
指
導
員
謝
礼　
増
額

児
童
の
登
下
校
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
る

指
導
員
さ
ん
。
最
低
賃
金
並
み
だ
っ
た
謝

礼
が
、
2
0
2
1
年
度
か
ら
時
給
6
7
7

円
に
下
が
っ
た
こ
と
を
問
題
視
し
、
見
直

し
を
要
請
。
今
年
度
か
ら
時
給
千
円
に
。

指
導
員
不
足
の
解
消
を
期
待
し
ま
す
。

相
模
湖
駅
も
時
計
が
つ
き
ま
し
た
！

藤
野
駅
に
続
き
、
相

模
湖
駅
に
も
市
の
時
計

を
設
置
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
J
R
側
の
対
応

の
遅
さ
に
は
辟
易
、
職

員
に
は
感
謝
で
す
。

実
現
し
ま
し
た
！

自転車用ヘルメット購入に補助

道路交通法が改正され、昨年4月から
年齢に関係なく、自転車に乗る際には
ヘルメットを着用することが努力義務
になったのをご存じですか。昨年9月に
市が行った調査では、市内の着用率は
6.6％（警察庁発表の県内着用率は
8.4％）で、全国平均の13.5％より大き
く下回ります。市は着用を促すため、ヘ
ルメット購入に上限3000円を補助しま
す。申請は5月15日から
11月30日までで、申し
込み順、1万個で終了
です。詳細は広報
さがみはら5月
15日号に掲載さ
れます。

（仮）城山保育園整備 （9億2925万円）
城山幼稚園跡地に2か年で整備

城山総合事務所周辺 （8361万円）
駐車場の整備

津久井総合事務所周辺の
公共施設再編整備 （2124万円）
民間活力の導入調査と基本計画の策定

新斎場整備事業 （5235万円）
最終候補地「青山」の進入路と
土砂災害対策の予備設計

金原地区土地改良事業 （3523万円）
現地調査等を実施し、事業計画を検討
既存農村環境計画の見直し

緑区内の主な事業


